
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 文化行政の戦略について 文化都市としての 
大阪を国内外に発信 
～広域行政圏としての発信力～ 

 文化芸術振興基本法（H１３年）・大阪府文化振興条例（H１７年）・おおさか文化プラン（H１８年）に基づき推進

                            

 

大阪文化の 
 再発見と発信 

・市町村、大学･研究機関 

との連携による 

大阪文化再発見事業 

戦略１街の空気感を作る 

御堂筋の魅力向上と発信 
～イルミネーション、芸術作品展示、音楽祭～ 
水の回廊の演出と発信 
～ライトアップ、水辺のにぎわい創出～

戦略２発表の場の提供 

文化活動の発表の場の提供
～府有施設の開放、民間施設等の開放促進～ 
～若手芸術家への場の提供、アジアとの交流～ 

～江之子島での文化交流拠点づくり～ 

戦略３ 
今ある文化の再認識

戦略４子どもたちが 
文化に触れる機会づくり

文化を通じた 
次世代育成 

・学校･地域への芸術家 

の派遣 

・子どものための鑑賞 

機会の充実 

 

＝文化振興の意義＝ 
 
○人々が、まちの歴史やアイデン
ティティを認識し、愛着と誇り
をもつことができる。 
○心の豊かさ、人間性を育み、人
と人とのつながりや地域の活力
を引き出す。 
○文化は都市の魅力そのものであ
り、文化の振興は都市の再生に
つながる。 

人が集い、文化が花開く大阪 
～取り戻そう「誇り」、育てよう「息吹」～ 

市 町 村 と の 連 携 

府民の多様な文化芸術活動 
文学・音楽・美術・映像･メディア・演劇･舞踊・伝統芸能(雅楽、能楽、文楽など)・上方演芸(落語、講談、浪曲など)・生活文化(茶道、華道、書道など)・地域文化(祭り、言葉、食文化など) 

【大阪ミュージアム オンリー１】 
【フェスティバル都市 オンリー１】都市の魅力・まちの顔 ～ ～
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文化振興における大阪府の役割（案） 

【文化振興の意義】 

■人々が、まちの歴史やアイデンティティを認

識し、愛着と誇りをもつことができる 

■心の豊かさ、人間性を育み、人と人とのつな

がりや地域の活力を引き出す  

■文化は都市の魅力そのものであり、文化の振

興は都市の再生につながる。 

【役割分担】 

■文化芸術活動は、自律的に行なうことが基本。

■府としては、 

・民との協働により、都市戦略としての「フ

ェスティバル都市」を実現する。 

・大阪文化の発信や次世代育成など採算の取

れない分野を支える。 

【府民の多様な文化芸術活動】 

〇芸術（文学、音楽、美術、映像、メディア、

演劇・舞踊など） 

○伝統芸能（雅楽、能楽、文楽など） 

〇上方芸能（落語、講談、浪曲など） 

〇生活文化（茶道、華道、書道など） 

〇地域文化（祭り、言葉、食文化など） 

【文化振興によって実現する大阪のすがた】 

〇まち全体が府民に愛され、国内外から

人々が集まり賑わう。 

〇子どもたちが、夢に向かって取り組み、

夢を実現し、様々な分野で活躍する。

 文
化
を
通
じ
た
次
世
代
育
成 

商業ベースで成り立っている部分 

企業メセナ等

●商業演劇･コンサート･演芸等各種興行

●映像･メディア ●出版 ●デザイン 

●生活文化(茶道、華道) など 

●イベント協賛 

●民間オケ 

●地域文化
（食文化･祭り） 

●地域フェスティバル 

大阪文化の再発見と発信 

●文化助成財団 
（芸術家、文化芸術団体への支援） 

●民間ホール 

大阪の 
都市魅力の 
向上 

損益分岐
ライン 

●ワッハ(ホール) 

●センチュリー 

●現美C 
●ワッハ(保存･展示) 

●水都大阪
2009 

●弥生,近つ飛鳥 

●文化財保護 

大阪府の関与 

●民間美術館 

●学校への芸術家派遣 

●顕彰 

●大阪文化再発見事業 
  （伝統芸能等） 

資料② 



資料③－１

大阪センチュリー交響楽団について 

 

 

１ 大阪センチュリー交響楽団の位置づけ 

⇒ 府民の多様化、高度化する音楽ニーズに応え、質の高い音楽鑑賞機会を提供するとと

もに、「人が集い文化が花ひらく大阪」の文化的シンボルとしての役割を果たす。 

 

文化の情報発信 

☆ 質の高い定期演奏会  年間 10 公演 

    大阪を代表する芸術団体として、質の高い鑑賞機会を今後とも提供する。 

 ☆ 様々な依頼公演  年間 65 公演程度 

    びわ湖ホールのオペラ、佐渡裕の第九など関西を代表する公演を担うほか、サンケ

イホールブリーゼの杮落としや中之島新線開通記念コンサート等、府内外で重要な役

割を果たす。 

 

文化を通じた次世代育成 

 ☆ 次世代育成事業  年間 30 公演程度 

小学生を対象にした体感型事業「タッチジオーケストラ」（16 公演・約 30 校）に加

え、新たに中学１年生を対象にした芸術体験事業を 10 箇所（約 30 校）で実施する予

定。 

また、昨年発足したユースオーケストラ（13 歳～29 歳、90 名）を楽員が指導し青

少年の成長を応援するなど（関西テレビ事業団助成事業）、『音楽を通じた次世代育成

事業』に重点的に取り組む。 

☆ その他社会貢献事業等  年間 15 公演程度 

星空ファミリーコンサート（２回）、病院コンサート（５病院）、支援学校コンサー

トに加えて、ワンコインコンサート（府内５箇所）、御堂筋イルミネーションコンサ

ート等を実施し『府民のオーケストラ』としての存在を高める。また、街角コンサー

ト（商店街、博物館ほか）などの新たな事業展開を模索する。 

 

２ 支援のあり方 

◎ 上記の事業を実施するには、質の高い演奏の提供、社会貢献事業を積極的に行える経

営基盤が必要である。 

◎ 楽団においては、演奏会の料金改定や経費節減に努めるとともに、幅広い府民からの

支援スキーム構築のため積極的なＰＲ活動を行い、賛助会員の増（個人：22 人 57 口増、

法人：12 社 13 口増）やファンクラブ３，３３７人、ワンコインサポート９，８１６口

を獲得した（H20.12.31 現在）。 

◎ 今後さらに、事業収入の拡大や経費節減・スポンサーの確保に努め、府の補助金依存

率を低くすることを前提に、引き続き府のオーケストラとして支援を行う。 

 



　　H20.12.31現在

　　定期会員
  個人：657人

　　　コア会員   団体：30団体・35口 　　5/30より
　 　22人　57口　増加
　   12社  13口　増加

      個人：38人・82口（一口2万円）
      法人：36社・54口（一口10万円）

一般ファン 　センチュリーファンクラブ【新規】
 (ﾘﾋﾟｰﾀｰ) （年会費：2,000円、入会金1,000円）

　　　入会者数：３,３３７人
　　　裾野を
　　　　広げる

　　　センチュリーワンコインサポート【新規】
　　　（寄附金一口：５００円）　
寄附金額：４,９０８,３０３円（９,８１６口）　　

賛助会員

一般ファン

センチュリーサポート制度

センチュリーファン数の推移（各月末）
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